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ご挨拶

• 19/３期は、期初には営業利益50億円の見通であった
• 実績は、営業利益10億円と大幅に下方修正となってしまった
• この間、3度の業績下方修正をし、実績も業績予想を下回ってしまった

①19/３期の実績について

• 当初19/３期は、18/３期に対し、
 鋼材値上 （スプレッドの適正化）
 北米ばね事業を中心とした生産性改善の投資効果刈り取り

をメインに計画していた
 鋼材値上については、ほぼ計画通り
 ばね投資効果は未達

• これに加え、予想できなかった事象も発生した
 北米での232条発令に端を発した材料市況の高騰、調達ひっ迫
 JATIM顧客承認想定以上の遅れによる売上大幅未達
 室蘭コンビナートの素材供給量減少による減産とコスト増
 海外ガスタービン不調による在庫評価見直し （一過性）

Ⅰ.ご挨拶
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ご挨拶

• 19/３期 10億円の営業利益に対し、20/３期は、20億円を確実に実現する

②20/3期の見通しについて

• 19/ ３期の想定外の事象は落ち着いてきており、この増益は、
昨年度実現不足であったものの刈り取りを中心に実施する

 北米ばね事業を中心とした生産性改善の投資効果刈り取り
 北米での材料市況の高騰分の売価転嫁、購買ソース変更
 JATIMの拡販効果
 室蘭コンビナートの素材供給量回復

• これに加えて、下記も見込む
 素形材事業のターボ関連部品の拡販効果
 機器事業の洋上風力発電関連での売上増（引合は旺盛）
 ばね事業新規進出先の売上増による収益改善

Ⅰ.ご挨拶
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サマリー

18/3期 19/3期

実績 実績 前期差

売 上 高 1,187 1,294 107

研 究 開 発 費

減 価 償 却 費 （△49） （△57） （△8）

営 業 利 益 32 11 △21

経 常 利 益 28 1 △27

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る

当 期 純 利 益 29 3 △26

Ⅱ.2019年３月期実績

（億円）

 売上高は、主に特殊鋼鋼材事業における売価上昇が進んだことと、インドネシア鋼材事業合弁会社
（ＪＡＴＩＭ社）及びドイツのばね製造会社（Ａｈｌｅ社）を連結子会社化したことから増収となった。

 営業利益は、ばね事業において主に北米子会社が損失を計上したことと、特殊鋼鋼材事業において
室蘭コンビナートのコークス炉改修工事に伴うコスト増の影響及びＪＡＴＩＭ社の損失等により
減益となった。

 経常利益は、営業利益減とJATIM社における金利負担及び為替差損が大きく影響した。

 当期純利益は、政策保有株式の売却を進めたものの、営業利益及び経常利益の減少と
投資有価証券の評価損失計上により減益となった。
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32
研究開発費

・償却費

△3
△23

原材料

価格

(室蘭特殊要因)

その他 11
△1

△12

+59

△39

△2JATIM社

原材料
価格

(市況)
売価売上

数量減

1,187

売上

数量減

為替差
連結調整

その他+85

+5
△4 +59 △38

売価

1,294
JATIM社、

Ahle社
連結子会社化

売上高・営業利益の変化要因

18/3期 19/3期

18/3期 19/3期

営業利益

売上高
（億円）

（億円）

Ⅱ.2019年３月期実績

内、ばね(北米)
△12

※JATIM社の損益変動要因は「JATIM社連結子会社化」に全て含めております。
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（億円）

セグメント別売上高・営業利益

18/3期 19/3期
実績 実績 前期差

特 殊 鋼

鋼 材

売 上 高 529 648 119
営 業 利 益 16 12 △4

ば ね
売 上 高 479 497 18
営 業 利 益 9 △9 △18

素 形 材
売 上 高 108 114 6
営 業 利 益 1 4 3

機 器

装 置

売 上 高 93 93 0
営 業 利 益 4 2 △2

そ の 他
売 上 高 39 42 3

営 業 利 益 1 2 1

連 結 調 整
売 上 高 △61 △99 △38

営 業 利 益 0 0 0

合 計
売 上 高 1,187 1,294 107
営 業 利 益 32 11 △21

Ⅱ.2019年３月期実績

 売上高は、特殊鋼鋼材・ばね・素形材事業が増収。

 営業利益は、素形材事業が増益。特殊鋼鋼材事業は上期まではJATIM社の損失を国内事業でカバーしたが、
下期に室蘭コンビナートのコークス炉改修工事に伴う影響を受け減益となった。
ばね事業は主に北米における鉄鋼輸入規制に起因したコスト増の影響により赤字を計上した。
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18/3期 19/3期

実績 実績 前期差

営業利益 32 11 △21

営業外損益 △4 △10 △6

為替差損益 △2 △4 △2

支払利息 △4 △10 △6

持分法投資損失 △4 0 4

経常利益 28 1 △27

特別損益 30 13 △17

段階取得に係る差益 ※1 25 - △25

株式売却益 4 20 16

投資有価証券評価損 - △8 △8

税金等調整前当期純利益 58 14 △44

税金費用等 ※2 △29 △20 9

非支配株主に帰属する当期純利益又は純損失 ※3 0 8 8

親会社株主に帰属する当期純利益 29 3 △26

（億円）

営業外損益・特別損益影響

※1：18/3期実績には、JATIM社のマジョリティ取得により、株式取得に係る段階差益を計上しています。
※2：18/3期実績には、カナダにある連結子会社MSSC CANADA INC.において繰延税金資産の取り崩し

（△15億円）を実施しています。
※3：JATIM社他の非支配株主の損益負担分です。

Ⅱ.2019年３月期実績

 連結子会社化したJATIM社の持分法投資損失はなくなったが、同社の金利負担が増加した。
また、インドネシアルピア安により、為替差損が発生した。

 政策保有株式売却により特別利益を計上する一方、投資有価証券の評価損を計上した。
 JATIM社等が損失を計上しているため、非支配株主に帰属する当期純損失で 終損益が加算されている。
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（億円）

通期業績予想 Ⅲ.2020年３月期通期業績予想

19/3期 20/3期

実績 予想 前期差

売 上 高 1,294 1,370 76

研 究 開 発 費

減 価 償 却 費 （△57） （△65） （△8）

営 業 利 益 11 20 9

経 常 利 益 1 7 6

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る

当 期 純 利 益 3 3 0

 売上高は、主要な需要先である建設機械業界と自動車業界において、
米国の保護主義的な通商政策や、中国経済の減速による影響が出てくるものの、
海外事業の伸長と室蘭コンビナートにおける受託生産の増加により、1,370億円を見込む。

 営業利益は、特殊鋼鋼材事業においてJATIM社の損益改善が見込まれるものの、
国内需要が減速する影響と、ばね事業における北米事業が収益回復の途上であること等から
20億円に留まる見込み。

 経常利益は、営業利益増による増加を見込み、当期純利益は、前期レベルの３億円を見込む。
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1,294 

受託数量増
連結調整

その他

△4
△13 △3+33 +40

+23

売価

1,370

売上
数量減

JATIM社
売上増

11

△6

売価
原材料

価格

(室蘭特殊要因)

+10 △3 +1
+7

売上
数量減

研究開発費
・償却費

△4

原材料
価格

(市況)
JATIM社

コスト
改善他

20

+4

売上高・営業利益の変化要因

19/3期 20/3期

営業利益

売上高
（億円）

（億円）

19/3期 20/3期

Ⅲ.2020年３月期通期業績予想

為替差

※JATIM社の損益変動要因は「JATIM社連結子会社化」に全て含めております。
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（億円）

セグメント別業績予想

19/3期 20/3期

実績 予想 前期差

特 殊 鋼

鋼 材

売 上 高 648 700 52
営 業 利 益 12 12 0

ば ね
売 上 高 497 515 18
営 業 利 益 △9 0 9

素 形 材
売 上 高 114 115 1
営 業 利 益 4 4 0

機 器

装 置

売 上 高 93 100 7
営 業 利 益 2 3 1

そ の 他
売 上 高 42 38 △4
営 業 利 益 2 1 △1

連 結 調 整
売 上 高 △99 △98 1
営 業 利 益 0 0 0

合 計
売 上 高 1,294 1,370 76
営 業 利 益 11 20 9

 売上高は、特殊鋼鋼材・ばね・素形材・機器装置事業において増収を見込む。

 営業利益は、ばね事業は赤字解消、特殊鋼鋼材・素形材・機器装置事業は前期並みを見込む。

Ⅲ.2020年３月期通期業績予想
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通期業績予想（営業外損益・特別損益影響）

 JATIM社の販売拡大に伴う増加運転資金に係る金利負担が上昇。

（金利負担軽減に向け資金調達手法につき合弁先と交渉中）

 政策保有株式等の売却を予定。

（億円）

19/3期 20/3期

実績 予想 前期差

営業利益 11 20 9

営業外損益 △10 △12 △2

為替差損益 △4 0 4

支払利息 △10 △12 △2

経常利益 1 7 6

特別損益 13 5 △8

株式他売却益 20 5 △15

投資有価証券評価損 △8 0 8

税金等調整前当期純利益 14 12 △2

税金費用等 △20 △11 9

非支配株主に帰属する当期純利益又は純損失 ※ 8 2 △6

親会社株主に帰属する当期純利益 3 3 0

Ⅲ.2020年３月期通期業績予想

※ JATIM社他の非支配株主の損益負担分です。
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財務状況・経営指標

18/3期 19/3期 20/3期

通期 通期 予想

総資産 （億円） 1,533 1,533 -

純資産 （億円） 722 674 -

自己資本比率 （％） 40.9 38.5 -

売上高経常利益率 （％） 2.4 0.1 0.5

ROE （％） 4.7 0.5 0.5

配当 ※ (円） 60.0 60.0 30.0

配当性向 （％） 31.8 329.0 153.8

 19/3月期の配当については、財務・財政状況等を総合的に勘案し、
期初に発表した年間配当金（１株当たり60円）を維持。

 20/3月期の配当については、厳しい収益予想ではあるが年間配当金30円を確保。

Ⅲ.2020年３月期通期業績予想

※ 2017年10月１日付で株式併合（10株を1株に併合）を実施しておりますが、18/3期の配当に
つきましては同連結会計年度期初に当該株式併合が行われたと仮定した金額を記載しています。
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減価償却費設備投資

44
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17/3期実績 18/3期実績 19/3期実績 20/3期予想

15

11

20

16

研究開発費・設備投資・ 減価償却費

減価償却費

18/3期実績17/3期実績

設備投資

19/3期実績 20/3期予想

53

36

（億円）

※研究開発にかかわる減価償却費を含む

 研究開発は、中期計画に沿った形で進め、売上・コストダウンに効果があるものに、より注力していく。
 設備投資は、中期計画達成に向けて進めている。 ただし、欧州設備増強等については、

顧客のグローバル戦略に変化が出てきていることから、見直し検討中。

（億円）

86
（億円）

【研究開発費】

【設備投資・減価償却費】

Ⅲ.2020年３月期通期業績予想
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△23

JATIM社子会社化による増収効果
（63億円）

特殊鋼鋼材事業（19/３月期実績と20/３月期予想）

18/3期
実績

19/3期
実績

売上
700売上

648

19/3期
実績

20/3期
予想

Ⅳ.セグメント別営業利益増減分析

売上
648

売上
529

（億円）

（億円）
20/３月期予想

前
期
未
反
映
分

19/３月期実績

JATIM社による増収効果（33億円）
受託数量増による増収効果（40億円）

＜19/３期実績＞
 売上高は、

・国内は、建設機械向けを中心とした旺盛な需要が続き、
高販売量を維持

・原材料価格上昇分の売価反映と品種構成の見直しは、
計画通り進捗

・JATIM社の連結子会社化
等により増収となった。

 営業利益は、
・前期未反映分への売価反映進展と

今期の原材料価格上昇分（市況）への売価対応
・品種構成の改善

を行ったが、
・室蘭コンビナートにおけるコークス炉改修工事に伴う

コストアップと素材供給量の減少（特殊要因）
・JATIM社での営業損失

があったことにより減益となった。

＜20/３期予想＞
 売上高は、

・中国経済減速感を受け、
主要顧客の建設機械向・産業機械向け等の在庫調整があり
自社数量減となるが、受託数量は増加

・顧客承認が進む海外事業（JATIM社）の販売量は拡大
等により増収を見込む。

 営業利益は、
・JATIM社は販売量拡大とコスト低減により改善
・コークス炉改修影響は下期より改善されるが、

コークス炉改修完了による償却費等の増加があり、
加えて

・建設機械・産業機械メーカー向けの販売数量の減少等の
減益要因があり、
前年並みの利益を見込む。

（
市
況
）

原
材
料
価
格
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特殊鋼鋼材事業 JATIM社の20/3月期予想 Ⅳ.セグメント別営業利益増減分析

①JATIM社の20/3月期予想

②JATIM社の売上見通し

(20/３月期予想 )
JATIM社関連営業利益の増減要因

19/3期
実績

20/3期
予想

売上
96売上

63

（億円）

 売上高は、平鋼の顧客承認進展によるJATIM材への切替と丸鋼の拡販効果により+33億円の増加を見込む。

 営業利益は、売上数量増加と製造コスト改善により+10億円の改善を見込む。

 のれん等の償却を含めると未だ連結上マイナス。今後もコスト改善と拡販活動に注力していくが、

米中貿易摩擦、韓国景気低迷による安価材の流入等の懸念事項もある。

売上数量は、以下により、増加の見通し。
平鋼：2018年は顧客(ISP)の在庫調整と

JATIM材への切替遅れにより計画未達となった。
2019年は顧客承認取得が済み、MSR材の
在庫消化を行い、4月から切替を進めている。

丸鋼：2018年は想定以上の顧客承認遅れにより
未達となった。
2019年は建機向、２輪向、自動車向けの
承認が進展し受注量の増加を見込む。
ただし、中国・韓国からの安価材の流入等の
懸念事項もあり。

0

5

10

15

通期実績 計画 実績 見通し

売上量（丸鋼）

売上量（平鋼）

2017年 2018年 2019年

(万トン)



19

9

売
価

調
達
改
善

+4

+2

コ
ス
ト
改
善 そ

の
他

研
究
開
発
・償
却
費

原
材
料
価
格

△2
0

Ａ
ｈ
ｌ
ｅ
社
一
時
費
用

（北
米
以
外
）

売
上
数
量
減

(

値
引)

売
価

△9

0 0 △3

（北
米
）

売
上
数
量
減

△2

△14

△1

関
税
影
響

△2

(

値
引)

売
価

0

原
材
料
価
格

△1

0
売
価

20/３月期予想

そ
の
他

△9

研
究
開
発
・償
却
費

関
税
影
響

（億円）

ばね事業（19/３月期実績と20/３月期予想）

19/3期
実績

20/3期
予想

売上
497

売上
515

18/3期
実績 19/3期

実績

売上
479

コ
ス
ト
改
善（北

米
）

売
上
数
量
減

+2

（億円）

19/３月期実績

＜ 20/３期予想＞

売上高は、ASEAN及びインドでの拡販効果により増収を見込む。

営業利益は、

（北米）前年の材料アップ分の売価反映（+３億円）、

製造コスト改善（+３億円）、他要因（△３億円）

（中国）販売増と製造コスト削減（+１億円）

さらに新規進出地域（インド／メキシコ等）での増量効果（+２億円）

により、 +９億円の増益。

赤字解消を見込むが、18/3期の水準までには戻らず。

(次ページ以降で、要因の詳細説明)

Ⅳ.セグメント別営業利益増減分析

+1

＜19/３期実績＞

売上高は、ドイツばねメーカー（Ahle社）の子会社化により、

増収となった。

営業利益は、北米での鉄鋼輸入規制に伴い材料市況が

大幅に上昇した一方、客先からの回収は

一部に留まったこと等から、北米で大きく減益し、

全体では前期比△18億円悪化した。

Ahle社子会社化による増収効果（22億円）

△1

+3

+2
+4

△1

（北
米
以
外
）

売
上
数
量
増

内、北米
△12

内、北米
△1

売上
497



20

9

ド
イ
ツ

そ
の
他

イ
ン
ド

0

日
本中

国
△9

△13

△3 △1

北
米

△2 0

メ
キ
シ
コ

+1

△9

ド
イ
ツ

そ
の
他イ

ン
ド

+2
日
本

中
国

0

+3
+10

北
米 0 +1

メ
キ
シ
コ+2

（億円）

ばね事業（拠点別増減分析）
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実績
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予想
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497

売上
515

18/3期
実績

19/3期
実績

売上
479

（億円）

Ⅳ.セグメント別営業利益増減分析

＜ 20/３期予想＞

拠点別では、前期比 北米は+３億円の改善に留まり、

その他地域で+６億円、合計で+９億円の見込み。

日本では、板ばねの調達コスト上昇について、JATIM材への

切り替え（承認取得済み）により、コストダウンを図る。

一方で、建設機械向け太巻ばねが中国建機市場の

弱含みを受けて、販売減となる見込み。

新規進出地域では、徐々に増量効果が出てくる。

＜19/３期実績＞

 拠点別では、前期比 北米で△１３億円、その他で△５億円。

（北米は次ページで内訳説明）

・日本では板ばねの売上減に加え、調達コストの上昇により、

減益となった。（△３億円）

・中国では生産性の悪化によるコストアップ（△１億円）

・ドイツは買収に伴うPMI費用など（△２億円）

19/３月期実績

売上
497

Ahle社子会社化による増収効果（22億円）

20/３月期予想
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（億円）

ばね事業（北米子会社増減分析）

19/3期
実績

20/3期
予想

（億円）

Ⅳ.セグメント別営業利益増減分析

18/3期
実績

19/3期
実績

19/３月期実績

20/３月期予想

＜ 20/３期予想＞

材料価格は足元で落ち着いて推移

客先への売価転嫁はメーカーと継続交渉中。

ただし、100％回収できるとは見ていない（+３億円）

値引きは客先との契約上のもので例年レベル（△1億円）

生産改善チームを派遣して生産面でのトラブル解消、

設備投資で計画したコスト低減効果見込む（+３億円）

＜19/３期実績＞

鉄鋼輸入規制に起因した材料市況の急激な上昇による

材料購入費の増加に加え、競争力あるスタビ材料メーカーの

経営破たんに伴う代替メーカーへの切り替えによる

材料価格上昇により△１２億円の減益要因。

材料上昇分の売価転嫁は、一部メーカーとの合意は

あったものの、+４億円に留まった。

値引き△３億円には将来のビジネス獲得の代償分△１億円

含む。

また設備導入によるコスト削減を計画していたが、

立上げトラブルでコストが悪化した。

鉄鋼輸入関税自体は認可前の一部は還付されず△２億円
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ばね事業減益影響（北米 実績と見込み補足）

材料価格上昇影響
・昨年度の材料価格上昇分は業界全体の問題であり、競合他社の中には
米国生産からの一部撤退を表明している所もある。

・そのため顧客も一定の理解を示しており、ある顧客からは材料値上げの代わりに

新規ビジネス発注で代償する提案も受けている。

受注状況
・リーマンショック後の工場統廃合時の生産混乱の影響で一時受注が低迷、

直近売上本数は減少してきている。

・現在は生産は安定し、供給問題も解決、顧客との関係は改善。軽量化技術を武器に

積極的に拡販、受注実績も出てきており、売上げは19/3期から20/3期が底と見ている。

設備投資効果
・コスト削減を目的とした設備投資を実行するも、輸入規制の影響を受けた
材料納入問題もありトラブルが発生、改善チームを派遣して問題解決、

今期は改善効果を見込む。

・ただし、売上げが減少している足元では効果額は限定、今後売上げが増えていけば、

ライン稼働率も上がり、コスト低下による損益改善が期待できる。

Ⅳ.セグメント別営業利益増減分析
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Ⅳ.セグメント別営業利益増減分析

＜19/３期実績＞

 売上高は、防衛関連船体製品の売上数量減を

鋳鋼、粉末の売価改善等でカバーし、増収となった。

 営業利益は、売上数量減と原材料価格上昇に伴う

コスト増等を売価改定により補い、増益となった。

＜20/３期予想＞

 売上高は、合金サーチャージ売価の低下による

売上減があるものの、防衛関連船体製品と

ターボチャージャー関連部品の売上数量増により、

増収を見込む。

 営業利益は、千葉マザー工場（*）の費用増が

あるものの、売上数量増及びコスト改善により、

前期並みを見込む。

(*)千葉製作所内に導入するＶＩＭや各種の試験・試作ラインにより

得られた技術知見を、主に海外工場へ展開することを目的にした

モデル工場。
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＜20/３期予想＞

 売上高は、市場環境は厳しいものの、

洋上風力発電関連製品の受注により、増収を見込む。

 営業利益は、洋上風力発電関連製品等の

増収効果により、前年並みを見込む。

売上
93

売上
93

＜19/３期実績＞

 売上高は、ガスタービン部品、鍛圧機械の売上減少を

製鉄機器等産業機械でカバーし、前年並みとなった。

 営業利益は、電力機器の在庫評価損の影響により、

減益となった。

20/３月期予想

19/３月期実績

Ⅳ.セグメント別営業利益増減分析
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Ⅵ. 2016中期経営計画の進捗

Ⅴ.簡単にわかる機器装置事業
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簡単にわかる機器装置事業

１．沿革

確かな技術力で未来を築く、製造設備の総合エンジニアリング企業
エンジニアリングとマニュファクチャリングの融合で、お客様の多様なニーズへ対応！

Ⅴ.簡単にわかる機器装置事業

機器装置事業概要

２．特長

エンジニアリング
・構造、機械設計

・油圧技術

・電装技術

マニュファクチャリング
・製缶、機械加工

・機械組立

・調整、試運転

大手重工メーカーと同等の機能

・設計から納入まで一気通貫対応

・大型製品への対応

・プロセス管理力

拠点 本社工場全景

1919年に発足した三菱造船㈱・長崎製鋼所を前身とした
三菱製鋼㈱・長崎製鋼所を母体とし産業機械部門と

鉄構製缶部門を主体に1975年に三菱長崎機工が
独立し機器装置事業を開始。
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簡単にわかる機器装置事業 Ⅴ.簡単にわかる機器装置事業

３．主要製品

（2014年度～2018年度実績）

４．売上高比率

機 械 品 鉄 構 品

(2021年度計画)
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簡単にわかる機器装置事業 Ⅴ.簡単にわかる機器装置事業

・磁力選別機ラインパッケージの例

＜事業間シナジー事例＞

５．成長戦略

・既存事業のブラッシュアップによる伸長
- 鍛圧機械（リングミル等）の高性能化

・高性能リング自動圧延制御の確立

・形状品リング圧延ノウハウの確立

・非接触計測技術の確立

・環境、資源リサイクル事業の伸長
- 防振装置/磁力選別機の中国展開

・高速プレス用防振装置の開発

・カラー選別機導入による選別ラインパッケージ化

・老朽化更新需要への対応
- 製鉄設備、石油化学プラント分野への拡販活動

・コア技術を活かした新分野、成長産業への展開
- 超高圧機器
- 洋上風力発電関連機器

・生産体制の整備による強さと柔軟性の向上

・超高圧ポンプ設置 ・大型ターニング設置

・中国での生産準備（寧波菱鋼弾簧工場） ・分工場運営準備

・事業間シナジーの深化

超高圧機器

（ＬＤＰＥ向け）超高圧二重管 SEP船用昇降装置

・超高圧二重管内管素材
・防振装置用ばね

サポートロール
スタンド

ばね研削設備
真空脱ガス設備

下部槽
インライン

プレス

・鍛圧機械の高性能化
リングミル社内試験機

＜着眼点、主な施策、研究開発、設備投資＞

洋上風力発電関連機器

ハンドリングマニプレータ 非接触計測システム
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中期計画 はじめに

 事業環境の変化を受け既存事業の収益が落ちており、
損益は厳しい状況である

 今期は、既存事業の立て直しを一気にやり遂げる

 中期計画三大方針については着実に進めてきた
 素形材において「付加価値を素材から創る」
 「鋼材をつくり加工する」ﾓﾃﾞﾙの更なる強化とｲﾝﾄﾞﾈｼｱ成果の刈り取り
 ばね事業の「グローバルサプライヤー化」

 素形材と鋼材の方向性は、間違っていないという認識

 ばねのグローバル化については、環境の変化もあり見直し
を考えざるを得ない状況にある

Ⅵ.2016中期経営計画の進捗
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中期経営計画 三大方針の進捗①

先端技術の研究開発 エンジニア育成
グローバル開発基盤の強化

技術力の向上、品質管理強化

技術開発センター

• VIM炉の導入
2019年下期完成

• 精密鋳造ラインの導入

2019年上期完成

・ガスアトマイザーの導入
2020年上期完成
3Dﾌﾟﾘﾝﾀｰの導入を検討

•耐熱鋼の開発
（高温特性ニーズへの対応）

•ｶﾞｽｱﾄﾏｲｽﾞ粉末の開発
（金属3Dﾌﾟﾘﾝﾀｰ用粉末）

・磁性材料の開発

真空溶解炉

素形材事業の方向性は間違っていない。今後とも第３の柱とすべく強化していく。
• 既存事業の選択と集中も実施。また、ターボASSYへの進出はせず、ターボ部品拡販に

注力する。
• 技術開発センターと協業し、千葉製作所に素形材事業のマザー工場を立ち上げた。
• 真空誘導炉（VIM）、ガスアトマイズ設備、および精鋳試作ラインの導入による高機能粉

末、耐熱鋼の開発進める。

マザー工場
名称：Advanced Materials Center

素形材において「付加価値を素材から創る」

マザー工場（AMCenter）の役割

Ⅵ.2016中期経営計画の進捗



32

中期計画 三大方針の進捗 ②

 インドネシア事業状況

 メジャー化後苦労したが良くなっている
 板ばね用平鋼は、予定通り順調に現地生産切り替え済。外販も推進中
 丸鋼は、顧客承認遅れもあり大幅計画未達
 ＪＩＳを取得した事もあり、日系ｶｰﾒｰｶｰ、部品ﾒｰｶｰからの受注増加中
 日本との相互供給による高操業・高採算化推進中
 JATIM社の金利負担が重い。金利軽減策を検討中。財務体質の強化も図る

「特殊鋼をつくり加工する」モデルの更なる強化と
インドネシア効果の刈り取り

 ＭＳＲの状況

 19/3期から21/3期迄北海製鉄の大幅改修にも対応した
MSRのリフレッシュ投資、戦略投資を推進中

 今後の鋼材事業の方向性

 室蘭コンビナート以外に自前の鉄源を持つことは、鋼材事業の拡大には不可欠。
早期にJATIM社を軌道に乗せる。

 ＪＡＴＩＭ社は、MSRとのシナジーの 大化を図ると共にばね事業とのシナジーも
更に強化（板ばね、ｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞ）

 ＭＳＲと日本製鉄殿との室蘭における関係深化の効果は、22/３期からとなる

Ⅵ.2016中期経営計画の進捗
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中期計画 三大方針の進捗 ③
• ばね事業の「グローバルサプライヤー化」

 事業環境が大幅に変化してきている
 保護貿易主義の影響

• 米国２３２条発令/カナダ報復関税/欧州セーフガード
• 新ＮＡＦＴＡ（ＵＳＭＣＡ）による現調化ノルマ強化
• 北米材料市況の急上昇

 カーメーカーのグローバル化の流れの後退
• 日系・米系の欧州からの撤退・縮小
• 日系・米系の米国・カナダ・メキシコでの小型車生産縮小（工場進出中止、閉鎖）
• グローバルプラットフォーム共通化の縮小
• 一方、ルノーとFCAの経営統合協議との報道

 更なる軽量化ニーズの要請
• 環境規制強化、CASE対応での搭載機器の増加の影響を受け、部品メーカーに対し

更なる軽量化ニーズの高まり
• 軽量化技術の開発により、日・米を中心に拡販は進んでいるが、更なる中空軽量化や

高応力化ニーズへの対応が必要

 今後の方向性
 既存拠点、進出済拠点の改善・強化を 優先
 更なる新規拠点の進出は、状況を見極めた上で判断
 採算性向上の為、拠点の集約も検討
 鋼材部門・技術開発ｾﾝﾀと連携し、軽量化、材料供給網の再構築、更なる現地調達化を図る
 乗用車は、不透明な部分が大きい

鋼材事業とのシナジー性が高い商用車・建機向板ばね・巻ばね事業の拡大は継続

Ⅵ.2016中期経営計画の進捗
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中期計画 進捗まとめ Ⅵ.2016中期経営計画の進捗

 素形材事業は、第３の柱とすべく今後も進めていく

 鋼材事業にとって、室蘭コンビナート以外に自前の鉄源を持つこと
は、鋼材事業の拡大には不可欠である。早期にJATIM社を軌道に
乗せる。ＭＳＲは、将来に向けた投資を確実に実行

 大の問題は、事業環境が大幅に変化したばね事業。
まずは、一旦立ち止まり、環境変化の影響と今上半期の既存事業
の立直しの状況を見極めつつ、中期経営計画の見直しを進める



＜将来見通しに関する注意事項＞
本資料につきましては投資家の皆様への情報提供のみを目的としたものであり、売買の勧誘を目的としたものでは
ありません。本資料における将来予想に関する記述につきましては、目標や予測に基づいており、確約や保障を与
えるものではありません。また、将来における当社の業績が、現在の当社の将来予想と異なる結果になることがある
点を認識された上で、ご利用ください。また、業績等に関する記述につきましても、信頼できると思われる各種データ
に基づいて作成されていますが、当社はその正確性、安全性を保証するものではありません。本資料は、投資家の
皆様がいかなる目的にご利用される場合においても、お客様ご自身のご判断と責任においてご利用されることを前
提にご提示させていただくものであり、当社はいかなる場合においてもその責任は負いません。


